
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

蘇南高等学校の様子をお伝えいたします 

第 1 号(2018/4/26) 

 

4 月６日、入学式がありました。男子 44 名、女子 25 名、計 69 名の新入生が、蘇南高等学校の一員にな

りました。蘇南校生としての自覚を持ち、勉強に部活に精一杯頑張ります！ 

４月 5日、始業式がありました。学年が 1つずつ上がり、生徒たちの背中も

頼もしく見えます。また、４月 9日には対面式が行われ、上級生から委員会や

クラブの紹介がありました。新しい仲間たちが加わり、全学年で蘇南高校を盛

り上げていきます！ 

 

今年度、新しく 8名の教員が赴任しました。よろしくお願いします！ 

伊藤 栄作(数学） 大竹   翠(音楽)  吉田  恵(美術) 

赤坂 真木代(英語）今井 直哉(英語)  塩原 賢三(英語） 

児玉 幸靖(工業)   久保田 翔也(商業)    

 

 

宣誓文の署名 正副担任紹介 初ホームルーム 

鉢植えの贈呈 

始業式 

クラブの紹介 

校長先生のお話 



SONAN INFORMATION FOR STUDENT （№1） 

このページでは、将来、蘇南高校への進学を考えている中学生やその保護者の皆さんに、蘇南高校のことをより知っ

ていただき進学先決定に役立ていただきたいと思います。 

蘇南高校は、長い間、普通科・商業科・電気科３科が併設されており、各科ごとに生徒募集を続けてきました。普通科で

は幅広い分野の基礎を普遍的に扱う普通教育を、専門学科ではそれに加えて特定の分野に特化した専門教育を行ってきまし

た。そのため、普通科では上級学校へ進学を希望する人が多く、専門科(商業科・電気科)では在学中に取得した資格を生か

して就職する人がほとんどでした。 

しかし、2010 年度入学生より総合学科へと生まれ変わりました。 

それでは、総合学科とはどのような学科なのでしょうか？ 

 

① 将来を見つめ、自分の時間割をつくります。 

総合学科にはさまざまな個性をもつ生徒が入学してきます。卒業後の進路希望も各人各様です。総合学科では、生徒が自分の個性

を伸ばしたり、進路希望を実現したりすることができるように、国語や数学といった普通教科・科目をはじめ、工業や商業などの専

門教科・科目がバラエティ豊かに用意されています。そのような多種多様な教科・科目の中から生徒一人ひとりが学習内容を選択

し、自分の時間割を作ります。 

 

② 自分とは何かを問い続けます。 

中学生・高校生段階では、「自分の将来像がなかなか持てない。困ったなぁ…」と

いう人が多いと思います。しかし、総合学科の蘇南高校に入学すると、「どんな科目

を選択しようか…」と考えることで、将来、『何をやりたいのか』、『自分の適性は何

だろうか』と考えざるを得なくなります。つまり、一人ひとりが自分の時間割をつ

くる総合学科では、必然と自分の将来像に向き合うことになっていくのです。 

 

③ キャリア教育を重視しています。 

総合学科の学習には、地域や産業界等との積極的な連携や、多様な他者との関わ

りの中で自分の将来の生き方や進路について学ぶ講座も用意されています。また、

実際に企業等で職業体験を行うインターンシップを取り入れています。これらを通

して、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自

分らしい生き方を実現するための力が身に付くのです。それこそがキャリア教育の

実践の姿です。 

 

④ 自ら課題を見つけ、自ら解決を図ります。 

学び方を学び、生涯にわたって学び続ける意欲をもつことができるように、自ら課題

を見つけ、自分で調べたり、研究したりして、自分で答えを出す学習を重視しており、

総合的な学習の時間において課題研究に積極的に取り組んでいます。また、研究成果を

発表する機会を設けていて、自分の考えを自分の言葉でわかりやすく他の人に伝えると

いう活動を通して表現力やコミュニケーション能力を育成することも重視しています。 

長野県蘇南高等学校 
〒399-5301 

木曽郡南木曽町読書 2937-45 
 

TEL0264(57)2063   

FAX0264(57)1009 


